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	応用
	抗原情報
	背景
	グルタミン酸システインリガーゼ（γ-グルタミルシステインシンテターゼとも呼ばれる）は、グルタチオン合成における最初の律速酵素です。この酵素は、重触媒サブユニットと軽調節サブユニットの2つのサブユニットで構成されています。この遺伝子座は触媒サブユニットをコードし、調節サブユニットは染色体1p22-p21に位置する別の遺伝子に由来します。この遺伝子座の変異は、γ-グルタミルシステイン合成酵素の欠損による溶血性貧血および心筋梗塞に対する感受性と関連付けられている。[RefSeq提供、2010年10月]、触媒活性：ATP + L-グルタミン酸 + L-システイン = ADP + リン酸 + γ-L-グルタミル-L-システイン。、疾患：GCLCの欠陥が溶血性貧血の原因である[MIM：230450]。、酵素調節：グルタチオンによるフィードバック阻害。、経路：硫黄代謝、グルタチオン生合成。 L-システインとL-グルタミン酸からグルタチオンを生成する：ステップ1/2。,類似性：グルタミン酸-システインリガーゼ3型ファミリーに属する。,サブユニット：触媒重鎖と調節軽鎖のヘテロ二量体。,
	研究分野
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	GCSc-γ抗体を使用したA549細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	GCSc-γポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

